
　
四
月
十
一
日

　
八
時
、
室
内
の
丹
下
健
三
追
悼
文
に
手
を
入
れ
る
。
十
時
半
研
究
室
。
定

例
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
ゼ
ミ
等
の
骨
子
を
決
め
る
。
十
三
時
松
下
電
器
来
室
。

九
州
の
電
化
住
宅
の
打
合
わ
せ
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
そ
の
他
を
含
め
る
と
電
気

ロ
ボ
ッ
ト
住
宅
み
た
い
に
な
る
な
コ
レ
ワ
。
十
六
時
迄
。
マ
ス
タ
ー
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
。
今
年
前
半
の
研
究
テ
ー
マ
を
決
め
る
。
東
京
（
都
市
）
切
断
計
画

（
東
京
研
究
）
。
都
市
を
幾
つ
か
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
切
断
す
る
事
に
よ
っ
て

現
在
を
浮
き
上
が
ら
せ
る
試
み
と
す
る
。

一
、
娯
楽
機
械
　
二
、
自
動
機
械
　
三
、
管
理
機
械
（
監
視
メ
デ
ィ
ア
）
　

四
、
擬
似
共
同
体
機
械
　
五
、
自
動
記
述
機
械

こ
れ
は
全
体
と
し
て
東
京
を
消
費
の
機
械
と
し
て
切
断
す
る
方
法
。
明
日
か

ら
始
め
る
住
居
論
は
、
一
、
窓
　
二
、
出
入
口
　
三
、
階
段
　
四
、
屋
根
　

五
、
素
材
　
六
、
部
屋
　
七
、
音
　
八
、
気
配
　
九
、
歴
史
　
十
、
装
飾
　

十
一
、
色
　
十
二
、
収
納
　
十
三
、
ド
ア
ノ
ブ
　
十
四
、
家
具
　
十
五
、
照

明
　
十
六
、
壁
　
十
七
、
方
角
　
十
八
、
台
所
　
十
九
、
便
所
　
二
〇
、
風

呂
　
二
十
一
、
洗
面
　
二
十
二
、
テ
ラ
ス
　
二
十
三
、
庭
　
と
い
っ
た
部
分

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
考
察
せ
よ
、
が
前
期
テ
ー
マ
。
七
、
音
　
八
、
気
配
　

九
、
歴
史
（
記
憶
）
十
七
、
方
角
　
二
十
四
、
自
分
と
家
と
の
関
係
、
は
各

自
研
究
と
い
う
事
で
、
全
て
、
実
習
と
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
を
実
験
的
に
試
み
る

つ
も
り
。
先
ず
、
全
体
を
二
〇
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、
　
回
で
一
巡
す
る
よ

う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
す
る
。
故
に
項
目
は
十
六
に
絞
ら
ね
ば
。

　
四
月
十
二
日

　
八
時
半
京
王
線
稲
田
堤
星
の
子
愛
児
園
、
弥
彦
工
務
店
打
合
わ
せ
。
ブ
リ

ッ
ジ
増
築
に
関
し
て
。
九
時
二
〇
分
発
。

　
十
時
四
〇
分
大
学
講
義
。
十
二
時
半
迄
。
住
居
学
。
十
四
時
発
汐
留
へ
。

十
五
時
松
下
電
工
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
。
十
六
時
迄
。
新
宿
迄
戻
り
、
小
田
急
線

鶴
川
へ
。
小
野
君
の
通
夜
。
冬
に
戻
っ
た
よ
う
な
寒
い
夕
方
に
な
っ
た
。
十

七
時
半
頃
鶴
川
着
。
駅
前
の
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
で
休
み
、
十
八
時
前
蓮
清

寺
敬
信
殿
へ
。
小
野
威
君
通
夜
。
寺
院
前
の
咲
き
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
桜
が

も
の
哀
し
い
。
久
米
設
計
岡
本
社
長
以
下
の
面
々
を
は
じ
め
と
し
た
人
々
が

多
数
参
会
し
て
い
た
。
建
築
学
科
同
級
生
達
も
二
〇
名
程
集
ま
る
。
皆
そ
れ

ぞ
れ
に
多
様
に
年
を
取
っ
て
い
て
面
白
い
。
通
夜
の
席
を
終
え
、
鶴
川
駅
前

の
飲
み
屋
の
二
次
会
へ
。
こ
れ
も
ほ
ぼ
同
級
生
全
員
参
会
。
小
野
君
を
し
の

び
な
が
ら
も
皆
、
妙
に
生
き
生
き
と
盛
り
上
が
っ
て
し
ま
う
。
許
せ
、
小
野

君
。
同
級
生
達
は
そ
れ
ぞ
れ
、
社
長
に
な
っ
て
い
た
り
、
高
血
圧
に
な
っ
て

い
た
り
、
六
〇
才
を
こ
え
て
子
供
が
産
ま
れ
た
り
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ

れ
な
り
に
精
一
杯
生
き
て
い
る
様
で
あ
る
。
二
十
二
時
前
、
散
会
。
小
田
急

線
で
皆
と
一
緒
に
戻
る
。
二
十
三
時
頃
世
田
谷
村
に
戻
る
。
阿
部
有
史
君
と

連
休
明
け
に
会
う
事
を
約
す
。
今
日
は
小
野
君
の
お
陰
で
思
い
も
か
け
ぬ
人

に
多
く
会
え
て
良
か
っ
た
。
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